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1　は　じ　め　に

近年の稲栽培においては，安定多収とともに良食味米の

生産が重要な課題となっており．良食味品種の育成ととも

に，良食味米の安定多収栽培技術の確立が求められている0

しかし，食味に及ぼす栽培条件の影響については十分に解

明されていな叛そこで，食味に関与する成分のうちアミロー

ス及び窒素に注目し，栽培条件の中で，安定多収にとって

特に重要な窒素施用法が，これら2成分に与える影響を調

べ，多収と良食味が両立する窒素施用法について考察した0

2　試　験　方　法

東北農試内の灰色低地土に∴窒素施用法を変えて奥羽

表1奥羽316号の栽培概要

316号を栽培し，白米アミロース含量と玄米窒素含量を調

べた。アミロースはJuliano法，窒素はケールダール法によっ

て定量した。処理区は表1のとおりであり，5月11，12日

に稚苗を機械移植した。白米の精米歩合は鍵・9％であった0

3　試験結果及び考察

収量は，無厩肥無珪カルの無肥料区で204kg／10aと最も

低く，窒素吸収量の増加にともなって高くなり・窒素吸収

量が13．2kg／10aであった厩肥施用の分施区（減数分裂期）

で692kg／10aと最も高くなった（図1）。窒素吸収量が15

k／10a以上の区では倒伏が見られ，収量増加は認められ

ず，厩肥施用下の多肥区（19・8kgN／10a）では・登熟歩

合が46．7％まで低下し収量は461kg／108に低下した○この
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注．蠣：基肥＋最高分げっ期＋幼穂形成期十減数分裂期＋出穂期
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ため窒素吸収量に対する収量のピークは，窒素吸収量が約

13～17kg／10aの範囲にあった。しかし，窒素の玄米生産

効率は，窒素収量が約9kg／108の場合に最も良く，展高

収量を得る窒素吸収レベルでは，それより低下していた。

一方，玄米窒素含量は1．00～1．87％であったが，わらや

籾の窒素含量にはぼ比例しており，成熟期の稲体重素含量

に支配されていると考えられた。また，窒素吸収量が9kg

／10a以上の範囲では，厩肥施用や窒素施用レベルの増加

また分施による窒素吸収の増加にともなって玄米窒素含量

は上昇していた（図2）。特に窒素吸収量が20kg／10a以

上と高く．豊熟歩合と収量が低下した厩肥施用多肥区（19．8

k N／10a）では，1．87％と高くなっていた。玄米窒素

含量が上昇しはじめる窒素吸収レベルは．窒素の玄米生産

効率が最も良いレベルであり，生産効率が低下すると玄米

窒素含量は上昇するものと考えられる。

白米アミロース含量は19．5％～23，7％であった。アミロー

ス含量は．窒素吸収量が約9kg／10aまでは窒素吸収の増

加にともなって上昇し，9kg／10a以上では低下する偵向

にあった。玄米窒素含量が1．87％と最も高かった区ではア

ミロース含量は19．5％と最も低くなっていた。このような

アミロース含星の窒素吸収量に対する変化は，玄米窒素含

量の変化と裏返しの関係にあり，両者の間に負の相関が認

められた（図3）。

以上のような収量，玄米窒素含量及び白米アミロース含

量の変動から，多収と低窒素・低アミロース含量を両立さ

せる窒素吸収レベルは，窒素含量が食味に影響しない範囲

で窒素吸収量を上げ，アミロース含量の低下と収量の増加

をはかったレベルにあると考えられた。このため食味を悪

化させない玄米窒素含量の上限レベルを明らかにすること

が必要と考えられた。

また，今回の試験は，窒素吸収量が15kg／10且と高い場

合に，豊熟期の天候不良も重なり∴豊熟歩合と収量が低下

し，玄米窒素含量の上昇と白米アミロース含量の低下が見

られたが．高い窒素吸収が収量の増加に結び付けられた場

合の窒素含量とアミロース含量の変動についても，今後検

討が必要と考えられた。
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図1　窒素吸収量と収量との相関
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図2　窒素吸収量と玄米窒素含量との相関
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図3　玄米窒素含量と精米アミロース含量
との相関


